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「高等学校課題発見・解決学習推進プロジェクト」に係る 
学科等の特色を生かしたカリキュラム開発研究指定校 

令和４年度 実施報告書 
 

１ 学校の教育目標等 

(1) 教育目標 

未来に向かって自己を磨き，自信と誇りをもって進路実現に挑戦する生徒の育成。 

 

(2) 育てたい生徒像及び学校として育成を目指す資質・能力 

学習した知識と技能を融合し，他者と協力して，問題解決できる技術者。 

 

(3) 学科等の特色 

入学時に，「機械科」，「電気・情報技術科」，「素材システム科」及び「建築・インテリア科」の４つの科で 

  基礎的なことを学び，２学年になると６つの科に分かれ，自分の進路目標に沿った学習を行う。 

機械科では，将来，より高度で専門的な技術者となれるように様々な資格の取得に力を入れている。３年 

間で，ものづくりの技能・技術・知識の習得や，資格取得のための勉強をして，卒業後，社会の即戦力とな 

る「ものづくりのスペシャリスト」になれるような人材を育てている。 

電気科では，「電気は見えないし感じない」けれど未来を開き，世の中を動かす面白いものだということ 

を全ての授業を通じて勉強していく。電気の基礎から応用までを机上の学習だけでなく，実験・実習を交 

えて勉強していき，豊かな人間性と社会で活躍できる知識・技能を持った「電気技術者」と呼ばれるよう 

な人材を育てている。 

情報技術科では，身近にある電気製品を制御しているプログラムや関連機器について学び，世界をつなぐ 

通信について学習する。その中で国家資格ＩＴパスポートなどの情報関係の資格取得につなげ，日々進歩し 

ていくＩＴ技術に対応した情報技術者の人材を育てている。 

素材システム科では，身の回りにある色々な製品を生み出す化学工業に関連する知識・技能や環境問題の 

勉強をしている。工場でのものづくり，研究開発，技術サービス等の仕事で活躍するエコ感覚を身に付けた 

人材を育成している。 

建築科では，建築物を実際に造るために必要な測量技術といった，建築の工法や工事の進め方など施工業 

務全般についての知識と技術を学び，施工技術者としての基礎能力の習得を目指すとともに建築物の企画か 

ら設計に関する学習を総合的に行う。ＣＡＤ技術を習得し，将来の建築設計技術者を目指す。  

インテリア科では，室内空間や家具はもとより，身近にある小さなモノから環境問題まで幅広くデザイン 

を考え，ものづくりを通して感性を磨く。パソコンによるＣＧ作成や手描きの製図・工作機械を使った木工 

作品など，デジタルからアナログまで様々な分野の技術を習得できる。 

 

 

２ 研究の概要 

(1) 学科等の特色を生かしたカリキュラム開発の重点目標 

【令和３年度】「ＰＢＬ」 

エッセンシャル・クエスチョン「宮島工業高校で学ぶことは，自身の将来にどのような価値をもたらすのか。」 

この問いに対し，自分自身の考えを述べることができ，工業高校で学ぶ意義を持たせる。変化し続ける社会， 

世界に向き合い関わり合う自分の人生を切り開くための力を付ける。 

【令和４年度】「FabLab」 

   １学年での「ＰＢＬ」で学んだことを踏まえ，２学年で世の中にある課題について考え，考察し，個人だけ



ではな 

く，他者とも協働するなかでその課題の解決へと向かうための力を付ける。また，課題については企業や施設， 

大学・専門学校等と連携するなかで見つけていく。 

 【令和５年度】課題研究 

   １学年の「ＰＢＬ」，２学年の「FabLab」を踏まえ，個人又はグループで課題を発見し，解決までのプロセ

スを重視し，発表を行う。 

 

(2) ２年後の目指す学校の姿 

① 生徒の多様な進路希望を叶える学校 

  ② 地域社会から信頼され愛される学校 

  ③ 生徒の主体的な活動を伸張する学校 

 

(3) 令和４年度の目標 

ア アウトプット（活動指標） 

前年度の単元計画・学習指導案，観点別評価基準について分析評価し，改善したものを作成する。 

学校として育成を目指す資質・能力についてルーブリックを修正し生徒の学習状況を適切に評価することが 

できている。 

 

イ アウトカム（成果目標） 

授業評価アンケートの結果，「この授業を受けることで学ぶ意欲が高まった」の肯定率が８割以上になって 

いる。 

宮島工業高校で学ぶことは，自分の将来にどのような価値をもたらすのかの問いに対し，８割以上の生徒が 

自分の考えを表現することができている。 

 「FabLab」において，７割以上の生徒が達成感や充実感もって取り組めている。 

 

(4) 令和４年度のカリキュラム開発の内容及び校内体制 

ア カリキュラムの核とする教科・科目等名 

【１学年】「ＰＢＬ」：「工業技術基礎」・「工業情報数理」で実施 

  【２学年】「FabLab」：「実習・製図」で実施 

  【３学年】課題研究で実施 ※令和５年度にカリキュラム開発を行う。 

 

イ カリキュラム開発の概要 

【マクロレベル】 

  カリキュラム開発（「FabLab」）に先んじて，昨年度の「ＰＢＬ」を見直し，いかに「FabLab」に関連付

けていくかを軸に作成した。また，マスタールーブリックの見直しも行い，反映させることができるよう

に作成した。 

 具体的には，育成を目指す資質・能力を明確にし，研修や参観を実施することで教科横断的な取組を行っ 

た。 

  【ミクロレベル】 

    学校の教育目標や目指す資質・能力の育成に向けて，令和３年度から実施しているPBLからFabLabに関 

連付けを持たせ，生徒が各教科・科目等で育成する資質・能力を相互に関連付け，実社会・実生活の中で総 

合的に活用できるようにするためのカリキュラムの開発を行った。 

 具体的には，企業や施設等と連携し，頂いたお題（課題）の解決を通して，グループで協働し，課題解決 

へ向けてプロダクト案を考える内容となっている。さらに，課題解決に向けてのプロセスを学び，相互評価 

や連携先からの評価，助言等をいただくことで，改善を図り，内容を深める。 

 カリキュラム開発に当たって，教科・学科を問わず教職員全体での研修を実施し，実際に体験し，意見交 

換を行い，教職員間においても内容を深めた。 

 

ウ 校内体制 

カリキュラム開発を全教員が参加して行うために，「ＰＢＬプロジェクト」，「FabLabプロジェクト」を立ち

上げ，学習内容の開発を進めた。次回の授業で取り組む内容をプロジェクトメンバーと授業担当者で確認す

る時間を確保し，実際の授業の記録を残すことで内容の共有と充実を図った。また，校内共有にアップし全

ての教員が視聴し，共有も行った。さらに，授業を相互に参観できる体制をつくった。 

 



(5) 学習評価 

「ＰＢＬ」については，ワークシートに自分の考え，グループの考えが明記出来ているか，グループ活動

においても自分の考えを述べることが出来ているか，また，決められた文字数で毎授業のまとめが表現でき

ているかで評価を行った。ワークシートに書く文字数はフェーズが進むごとに増加し，書く時間もフェーズ

が進むごとに短くなっていく。フェーズが進むごとにワークシートに自分の考えを短時間で表現していくこ

とが出来るようになる様子から，工業高校で学ぶ価値を理解していく生徒の育成状況を見取った。 

「FabLab」については，１学年での「ＰＢＬ」で学んだことを踏まえ，２学年で世の中にある課題につい

ての自分の考えや考察のまとめができているかで評価を行った。また，個人だけではなく，他者とも協働す

るなかでその課題を解決し，その過程や結果（作品又は案）のプレゼンテーションで評価を行った。 

 

(6) カリキュラム評価 

昨年度の「ＰＢＬ」を踏襲し，課題を実施（解決）－評価－改善していく一連のＰＤＣＡサイクルを確立する

ことで，生徒たちが「解決の目標」を明確にしながら，「何を取り入れるか」と「どのように解決するか」など

を協働して取り組み，完成したプロダクト案は連携先からもよい評価を得ることができた。この「FabLab」を次

年度の課題研究に活かせるよう，各学科で整理し，共有を図りたい。 

授業のアンケートにおいても，７割以上の生徒が達成感や充実感を感じていると答えた。また，身に付いてき

ていると感じている力については，想像力やコミュニケーション能力，協働する力が身に付いたという回答が上

位となった。 

  改善については，各学科で整理した後，持ち寄って研修を実施する予定である。 

 

 

３ 令和４年度の成果及び課題 

(1) 成果 

   「ＰＢＬ」のアンケートにおいて肯定率は，昨年度とほぼ同じ数値（９割）であった。 

「FabLab」のアンケートにおいても，達成感や充実感をもって取り組めているという回答が８割であり，

成果目標は達成できている。また，「FabLab」を活かしてものづくりをしたいという回答は８割であった。プ

ロダクト案のプレゼンテーションにおいても，連携先からの評価は高く，製品として完成したら使用したい

ということも言っていただけたことから，成果はあったと考えられる。 

 

(2) 課題 

   内容と実施方法について，時間数や時期，使用機材の仕様計画などの検討が必要であり，内容については 

  各学科で整理されたものから分析し，改善を行う。また，次年度の課題研究へと，どのようにつなげていくか 

  を研修等を通して共有していく必要がある。 

   

 

４ 令和５年度の研究目標及び取組内容  

(1) 令和５年度の研究目標 

ア アウトプット（活動指標） 

前年度の単元計画・学習指導案，観点別評価基準について分析評価し，改善したものを作成する。 

学校として育成を目指す資質・能力についてルーブリックを修正し生徒の学習状況を適切に評価することが 

できている。 

 

イ アウトカム（成果目標） 

授業評価アンケートの結果，「この授業を受けることで学ぶ意欲が高まった」の肯定率が９割以上になって 

いる。 

宮島工業高校で学ぶことは，自分の将来にどのような価値をもたらすのかの問いに対し，９割以上の生徒が 

自分の考えを表現することができる。 

「FabLab」において，８割以上の生徒が達成感や充実感もって取り組めている。 

課題研究において，８～９割の生徒が満足感をもっている。 

 

(2) 令和５年度のカリキュラム開発の内容及び校内体制 

ア カリキュラム開発の概要 

本校では，工業技術基礎の時間を核として，生徒がSociety5.0の社会で生きる力を付けるために学び続け    

  ることを幹に持ち，未知な問題や状況にも果敢に挑戦するスピリットと行動力を備えた人材を育成するカリキ 



ュラム開発を行う。 

「ＰＢＬ」では，生徒の思考を高度化する体系的な問いかけ（エッセンシャル・クエスチョン）について，

個人の考えをグループで共有した後，クラスで共有するという活動を繰り返す。毎回，自分の考えを 200 字

程度書かせ，グループで輪読させる。このような２時間連続の授業を25回実施することで，工業高校である

本校で学ぶことは自分の将来にどのような価値をもたらすのか自己理解できるようにする。 

「FabLab」では，１学年での「ＰＢＬ」で学んだことを踏まえ，２学年で世の中にある課題について考え，

考察し，個人だけではなく，他者とも協働するなかでその課題の解決へと向かうための力を付ける。また，

課題については企業や施設，大学・専門学校等と連携するなかで見つけていく。 

課題研究では，１学年の「ＰＢＬ」，２学年の「FabLab」を踏まえ，個人又はグループで課題を発見し，解

決までのプロセスを重視し，発表を行う。 

 

イ 校内体制 

カリキュラム開発を全教員が参加して行うために，「ＰＢＬプロジェクト」，「FabLabプロジェクト」を立ち

上げ，学習内容の開発を進める。次回の授業で取り組む内容をプロジェクトメンバーと授業担当者で確認す

る時間を確保する。実際の授業の記録を残し，校内共有にアップし全ての教員が視聴できるようにする。ま

た，授業を相互に参観できる体制をつくる。 

 

 


